
u.D.C.d21.395.d42

電話交換機用継電器の負荷特性

井 忠 夫*

LoadCharacteristicsof Relayfor Telephone SwitchingSystems

By Tadao Mitsui

Totsuka Works,Hitachi,Ltd.

Abstract

Forthepurposeofinvestigatingintotheload characteristics of the relay for

telephoneswitchingsystem,Whichisregardedasoneofthemostbasiccharacteristics

Ofit,thewriterconductedthe experimentalstudy with the horizontalrelay,the

type most extensively usedin this country･Asaresult,it wasfoundthatwhen

the"make"contactwearsoffinoperationlosingits height as much as15%,the

COntaCt preSSureis decreased to about70%,Whileincaseofthe=brake=contact,

beingconstructedinthesamewayasthecarddrivesystem,thedecreaseinpressure

Canberestrictedto20%orsoevenwhenitsheightistotallywornout.Inrelation

totheabove,thewriteralsocametoknowthatamojorityoftheserelaysinactual

useweredesignedwithsolittlecarethattheycouldhavethepressureofonlyseveral

gramsfromtheoutest･ThewriterascribesthistosuchatendencythattherelaylS

designedinmanycaseswithouttakingthecontactpressureintoaccountduetothe

COnCerned regulations.

〔Ⅰ〕緒 盲

電話交換機用の継電器は,有線電話の交換接続に必要

な各種の継電機能を満すものであって,手動および自動

交換機にきわめて数多く使用され 少い種類の部品を組

合せることにより,各種の複雑な回路上の要求に応じ

また月産数万～数十万箇の多量生産に適した構造を右し

ている｡したがってこれの性能解析は,有線通信の進歩

発達にすこぶる重要な意義を右Lている｡しかもその原

理ほ比較的簡単であi)ながら,その基本的解析はすこぶ

る困難なために,使用上の結果としての特性の研究は見

られるが,基礎となる継電器そのものの研究ほ比較的数

少い｡ここにほその多くの問題のうち,負荷特性につい

て考察してみたので,その絡菓を報告する⊃

i二ⅠⅠ〕電荷交換機用継電器
(り 電話交換機用継電器

現在我国にi･ま,各種の電話交換機用継電器が製作使用

されているが,最も数多く使用されているのは,ストロー

*
日立製作所戸塚工場

ジャ式自動交換機に主として使用される水平形継電器,

手動交換機に主として使用される平形継電器およびジー

メンス式自動交換機に使用れる70号形継電器である｡

これらは構造上一長一短を有しているが,その原理はい･

ずれも第1図に示すように,電気的入力を電磁石の隆諾

で機械的出力に変換し,これをバネおよび接点に伝えて,

外部の回路を制御するものである｡その機能から電磁変

換部と制御機能部にわけられるが,制御機能を決定する

一一 ･-

㌻･･l.

入 力

第1図 継 電 器 の 機 構

Fig,1.Schematic Diagram of Relay
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ものが,バネの機構および組合せによる負荷特性と,∃妾

点およぴそこに与えられる諸条件によって定まる接触特

性である｡これらの特性は相互に密箋妾な関連を右してい

るが,その基礎研究としてはこれらを箇々に独立してと

りあげ,最後に継電器の綜合特性としてまとめるべきで

あろう｡

ここでほ,そのうち負荷特性をとりあげ,我国に最も

多く使悶される水平形継電器を対象として検討した｡

(2)水平形継電器のバネ組合せ

水平形継電器は第2図のような外観を有し,一般に1

箇の継電解で,数多くの回路を制御するため,バネ組合

せも種々様々である(1)｡すなわち第3図に示すように継

電器が励磁されていない平常時に開放していて,励磁に

よって動作すると回路を閉成するメ←ク接点,継電器の

平常時に開成していて動作時に回路を開放するブレーク

接点,1枚の可動バネで一つの回路を開き,つぎに他の

回路を閉じるトランスファ接点,同じく1枚の可動バネ

で一つの回路を閉じてから他の回路を開くメーク･ビフ

ォr･ブレーク(Make
befor break)接点およびこれ

らの組合せ,また1組の接点組合せだけ先に回路を開閉

する2段動作の組合せなど,最高28枚のバネによつで構

成できるバネ組合せを制御することができる｡

このうち最も基水となる組合せはメークおよびブレ←

クj要点であって,他の組合せはこれの応用として検討が

可能なので,以下にこの2組の組合せについて検討する｡

なお理論的考察はすべてバネの変位が少く,負荷と直線

的関係を有するものと仮定してあり,実用的範囲でほこ

の仮定ほほぼ正確と思われる｡

〔ⅠⅠⅠ〕負荷特性の計算

(り メ ーク 接点

第2図に示した水平形継電器において,メ←ク接点の

機構を模型的に示すと第4図のようになる｡ここで,接

極子が吸引されると接極子ブヅシソグが可動バネを押

し,静止バネと可動バネの接点が接触して,そこに接点

圧力を生ずる｡このプッシングの移動,すなわちブッシ

ング･トラベルと,ブッシソグにかかる負荷との巨

弟5図に示すようになる｡ここにおいて

ん:バネを固定した点から接点までの長さ

係は

J2:バネを固定した点からプッシングまでの長さ

♪p:接点間隔

為0:継電器の平常時をこおいて可動バネに対するプッ

シングの負荷

♪20:ア20の張力を与えるために必要なプッシングの

位置における可動バネの変位

ア2/:可動バネが静止レミネに接触する点におけるブ

第2図

Fig.2.

第3図

Fig.3.
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電 話 交 換 機 用

ッシソグの負荷

β2/:可動バネが静止バネに妻妾触する

までにブッシソグの移動する

距離(β･jOをふくむ)

ろ2:可動バネが静止バネを押しきつ

て継電器が完全に動作状態に

なったときのブノシソグの負

荷

β22:継電器が完全動作し終るまでに

ブヅシソグの移動する躇離

(β2/をふくむ)

この場合のトラベルと負荷との関係を

二求める｡まず第`図に示すように,バネ

継 の 負

1枚の場合の基木式を求めるとつぎのようになる｡

(A)プッシングの位置に力点のある場合

拒諾`2'
たゞし 且:ヤング率

′:慣性能率

S20≡

/J.

J･_:

アユ】3EJ

β2 Jコ3

ア2J二2

2βノ (′1-き)(3)
β2_ 2J2

β1 3Jl-/2 3よ-1

510≡

β2=芸(
た12≡

β1

♪2 ブコ2(3Jl-J:)

2α3

3ユー1

(C)力点がプッシング位置および接点位置にある樗

/∠さ､仁コ

β1=

か2=

/一･､ /:
▲1……‖…………(1)

520‰1 510

ア2 ア1

g20 ∫10ゐ12

これによりメ←ク接点の組合せについて第5匪によつ

て計 する｡

(A)可動バネが動く前

β20=

β10=

クコ0

毎1
⊥一二
52Uた21

､(B)可動バネの接点が静止バネの接点に接触するま
で

β2†=β20+烏21ヱ)｡

荷 特 性 1369

第6図 バ ネ の 動 作

Fig･6･Spring Operation

β1†=β10+かβ

為/=P20+∫20‰1か｡

(C)接点が接触した後

Pl=5(1)γ

たゞL′ ざ(1):静止バネの接点位置におけるステイフ

ネス

プ:静止バネの接点位置における変位

(1)式へ代入

ア2=ざ血(1+
(2)式へ代入

か2=如(1+豊-∫10 ね12
▼β

2枚のバネによる綜笥ステイフネス5

5…蓋=1- ゐ12ね(1十5川/5(1))

接点が接触し始めてから,可動バネが押し終るまてこ

プッシングの移動する虹灘,すなわちブノシソグ･フォ

ローを ∠旧 とすれば

ア22=P2/+ふ孔D

Aβ=ね‡1+
l､一

点▲‖ノ

か22=β2/+AP=エリ+毎1βe

掬ぃ意(1- ‥‥(4)

(D)接点の位置における負荷とプッシングの移動上

の比を5/とすれば

s/三≡
｢1+/′ ｣

Dっ/.〃

二5)
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(2二)ブレーク接点

ブレーク接点の機構を模型的にかくと第7図のように

なり,これのブヅシソグの位置および接点の位置におけ

る負荷特性は第8図のとおりである｡ここにおいて

S:継電器の平常時におけるプッシングと可動バネ

との間隙

I租:接点圧力

ーγ:可動バネを静止バネからひきはなすときの張力

(これが実測可能であって通常これを単に接点

圧力と称してL･､る場合が多い｡)

Jβ｡二 接点のフォロー

メーク接点と同様にトラベルと負荷との関係を求め

る｡

/ヽ- ヾ｣/J

ア23=筏2+s】りゑ31β｡………‥.……(6)

(3)綜合ステイ7ネスの求ゐ方

(3)式により綜合ステイフネスgが求められれば.,(4)

式およぴ(6)式により負荷特性を画くことができる｡し

かし水平形継電器のバネは単純な形でないため,Jl,J2な

どの値はバネの実測による値でなく,∫10,520,5(1)など

を実測して逆算した等価的な/l,らを求める必要がある｡

その方法は次式による｡

Jl-J2三≡dg.‥‥‥‥‥.‥

glo

･Jニー･

琵=∝3
｣/

∝-1

ん=J2十』J

た21=
3舐-1

烏12=ゐ21･三塑
∫10

とおけば

より

‥‖‖……….(8)

〔ⅠⅤ〕バネのステイフネスの実測

前項で示したように,水平形継電器のように,バネの

形が単純でないものほ,負荷特性を画くために軸,5紬

∫(1)は実測する必要がある｡水平形継電器のバネほ形の

上から可動バネ,静止バネおよびメ←ク･ビフォー･ブ

レ←クの組合せに使用される半静止バネの3種賛があ

り,また1つの形について厚さの異るのが,可動バネに

7種
,静止バネに4種類,半静止バネに1種

ある｡

このステイラネスをつぎのような方法で測定した｡

(1)ある標準の厚さのバネを求めても実際の製品に

は厚さのバラッキがあり,また1箇のバネについても正

確にはバネの各部で厚さが異る｡このためバネの厚さの

測定は可動部分の2箇所を実測してその平均値を求め,

一/つ

J/

可動/顆 l♂

慮子
キリシン

静止ノ快 l

-∠ヱ
■＼彗

第7図 ブ レ
ー ク 接 点

Fig.7.Break Contact
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第8囲

Fig.8.

J〝′ノ▼一

J妾真のトラベル

Aみ 命

ブレーク接点の負荷特性

Load Characteristics of

Break Contact

また同一標準厚さのバネでほ,できるだけ厚めのものと

薄めのものを5種類選んで測定し,これを厚さを横軸と

したステイフネスの曲線として,標準厚さとの交点をそ

の標 厚さのステイフネスとした｡

(2)バネの等価的なJl,J2はバネを金属で固定する

か絶縁物で固定するかによって異る｡実測には実際の継

電器と同様に,上下をフェノールレジン積層板の絶縁板

で固定し,接点位置,プッシソグの位置の側面をけがい

て麒徴鏡でのぞきながら負荷と変位を求めた｡

(3)この負荷一変位特性から,直線とみなされる部

分の最大の点において,各厚さごとにステイフネスを決

定しこれを厚さを横軸むこした曲線に画き標準厚さのステ

イフネスを決定した｡

この方法iこよる測定結果を第9図～第】2図に示す｡

-



交 換 機 用 継 電 器 の 負 荷 特 性 1371

____∴霊∠二塑i旦互夕置
緩引工賃7言柏芋~′ナ

トK

‥｣‖7

7..

ガ

.矧

吊り

､

Op

⊥釦明

l

〟rダハJ

'Jへ:あ′ノJ

/†

第10図 可動バネのステイ フ

ネス(2)一520
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第9図 可動バネのステイ ア

ネス(1)-SlO

Fig.9.Stiffnessof Moving

Spring(1)一510

圧ネ 厚さ(㌦.符)

リーネ厚さ(仰)→

r

♂イ 〟J ♂♂ β7 ♂♂ β/

ハネ厚さ斗岬

第11図 静止バネのステイ:7

ネスー5(1)

Fig.11.Stiffness of Stationh

ary Spring-S(1)
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第12図 半静止バネのステイ フネスー∫(2)

Fig･12･StiffnessofSemi-StationarySpring-S(2)

またこの結果により,各標嘩の厚さに存するステイフ

ネスは第1表のとおりとなる｡

〔Ⅴ〕接 点 圧 力

継電器に必要な最低接点圧力は,種々の要素より決定

されてきわめて困難な問題である｡継電器の使用目的か

らは,接点を閉成した場合に生ずる接触抵抗が,回路を

制御するに支障のない値以下であればよい｡交換 用の

継電器でほ,通常この値は10~1J2,ときによると,それ

以上でも差支えなく,また実際に使用している接点材料

は比較的導電 が高いので,接触抵抗値はほとんど問題

にならない筈である(51｡

しかし実際には油脂などによる絶縁被膜の形成や各種

の塵挨の附着により,接点の接触妊杭は数mβから,突

然無限大となる場合が多い｡そこで必要な接点圧力は,

これらの絶縁被膜を破壊し,塵挨の影響を除くに十分な

値を必要とする｡

この数値は油脂や魔境の内容を分析し,実体の知れた

汚物を付着させた接点に,電圧,電流回路常数をも定め

て,再現性のある実験により決定されるべきであり,そ

の上統計処理を可能ならしめるため膨大な実験の操返L

を行わなけれはならない｡米国では最新型継電器の接点

圧力を最低6gと設定しており(6),これには数多くの_資

料の裏付けがあるものと思われるが,気候風土や諸設備

の異る我国においては,たとえ継電器の構造を同一にし

ても,この数値をそのまま保田することは疑問であって,

我国の環掛こ適した最低接点圧力の値ほぜひ めなけれ

ばならない｡遺憾ながら我国でほ,この種の問題は検討

の絹についたのみであって(7),やむなく保守者の経験か

ら10～20gのバネ張力を必要とするという目安を出し

ているにすぎないのである｡

第36巻 第9号

第1表 バ ネ の ス テ イ フ ネ ス

Tablel.Stiffness of Springs

0.26

0.32

0.40

0.50

0.64

0.80

1.20

4.8

8.5

16.1

31.6

8.6

15.4

28.6

54.2

以下現在の水平形継電器の接点圧力および接点の磨耗

による圧力の減少について検討してみる｡

(り メ ーク 接点

7lく乎形継電器のメーク接点は製造保守の便宜上,接点

間隔と接点の 従を一定とし,バネの厚さの組合せを変

えることにより,各種の用途に適した接点圧力を生ずる

ようになっている｡すなわち鉄｣L､と按極子の間に間隙計

を挿入して,一般の場合は10mil(1mi1=0.001in)つ

接梅子ほ移動を開始し,6mi】で接点か閉じるという親

格であって,連動継電器は,これがそれぞれ6mil,4mil

に窪められている｡そしてヒンジからフサッシングまてつ

距離と,ヒンジから鉄｣[Jの中心までの距離との比,すた

わちテコ率ほ

テコ
42.9mm

19.1mm =2.246

なので,プッシング･フォロ→-ほつぎの値となる｡

一般の場合
6milx2.246=13.5mil

連動の場合 4mi]×2.246=9.Omil

一般に佐用される各種の厚さのメーク接点組合せこヨーゴ

いて,5,S/および標 の接点フォローの場合の接点圧力

を第1表および(3)(5)(7)(8)式から求めると第2表･つよ

うになる｡ニの場合(7)式のdJは6.4mmであって,

5および5†の変位は鉄JL､の位置で測覆したmil単位て

表わした｡

メーク接点の接触圧力は,上述のようこ接点のフォロ

←により生ずるため,接点の高さの唐手仁王,直接に巨岩圧

力の減少となって表われる｡接点高さつ消耗に対す′三拝

点圧力の減少の割合鮎はつぎの式こ三り求めらjt三ノ

J∋,V=ぞ1タコ1--=S′触…β二
9

ニれに数値を代入すると第2表のよう二7こる｡

(2二)ブ レーク接点

ブレーク接点ほ,メーク接点と異･),ステイフネスコ

比重砧/上上さい可重レーミネに張力を与え,そi-_をステイフネ
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第 2 麦 メ ← ク 接 点 圧 力

Table2.Make Contact Pressure

バネ厚さ

sIs′ ㌣叫伽
可動バネ静止バネ■(g/′m町(針mil)l(g);(g′′′nm)

Dl13･80
D !16.00

伯

接点圧力はプッ

シソグ･フォロ

ーが13.5milしつ

場合

接点圧力はプッ

シング･フォロ

ーが9milの場
合

スの比東胡大きな静止バネによって押し上げる形となつ

て接点圧力が生ずる｡いわゆるカードによる騒動方式の

継電器と同じである｡弟13図において下表のようにすれ

ば,

接点の磨耗量:

(dl十∠β.)-(dl/+』β｡/)=dl′/+dβ¢//

接点圧力の減少量をdl竹Jとすれば

dI仇=仲1-I杭/二∫11】(dl一ゼ1/)

_∫1り(dl//+d∂｡//)

接点高さの消耗に対する扱点圧力の

■-■､

｣il-､

dl//+dβ｡/′

少の割合ββは

∫(1)

5およびββを通常使用されるバネ組合せについて計

算すると第3表のようになる｡,

ブレーク接点における毘点圧力は,上述のように各停

さのバネの張力により決定されるので,継電器の規格と

して,最低バネ張力の指定を行えばよい｡しかし水平形

絆電器においては,バネ張力も接点フォロ←も指定がな

く,たた継電器の不動作の

し,この 不ノ云

最大限界を不 で指定

動アンペア･ターンによる吸引力に打ち勝

つ張力を与えるものとして,接点が開放するときの操短

子ブワシソグのr古二置のみを,鉄心と 睦子の間隙で指定

してある｡このようにブレーク接点においては間接的に

バネ張力を指偏してあるために,製造技術が拙劣で唆引

力特性の悪い継電器が製作されても,バネ張力を下げる

ことにより規格にほ合格し,また設計技術が拙劣のため

親電のアンペア･ターンに対L無理な負荷をのせても同

様の結果となる｡またブレーク監責を 組も有する負荷

の場合にほ,一番外側の可動バネにのみ大きな張力を与

＼､イ
■

/

//二〆j】j`r/㌣
〆′

い七恒
♂ノ

域｣

糧
臭
化
置
の
魚
荷

援兵仁置の宅皿

第13図 ブ レ ーク 接点圧力 の 減少

Fig.13.Decrease of Break Contact Pressure

第 3 表 ブ レ ー ク 接 点 圧 力

Table3.Break Contact Pressure

バ ネ 質 さ

静 止 バ■ ネ 可 動 バ■ ネ
5(gノ■■mil) ββ(g/mm)

え内側の可動バネの張力がなくとも規格には適合するの1

である｡.

我国の自動交換機に使用されている継電器のうちに

ほ,かかる設計基 を考慮せず設計されたものがあり,

このため製造技術の向上により,いかに継電器の磁気特

性を向上させても,数gの接点圧力しか有し得ない継電

器が存在し,これが接儲不良を生じて,交換機不接続の

一因をなしている｡この事故をなくすには,既存の各継

電器の境格を謹めた設計基準にてらして,合理化すべき

であって,設計上からみて数gの接点圧力しか生じない

継電器ほ使君を中止するか,回路上その使用を避けられ

なければとくにマ←クして,保守の点検頻度を増して,

事故の発生を防がなければならない｡

よく任絹される継電器のバネ張力を実測した一例を第･

4表(次貢参照)に示す｡

(3)接点の摩耗による接点圧力の減少

第2表および第3表のノラにより接点の高さが贋

り減少したとき, 少する状況をよく使用さ

れる組合せについてグラフにすると第14図(次頁参照)の

ようになる｡すなわち一般の場合メーク接点は約30gの

圧力があるが20g に減少するまで使用するとすれは接
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第 4 表

Table4.

ブレーク接点バネ張力の実測例

Spring Tensions of Break Contact

Measured

継 電 器 !ブレークち平鱒プレー
ス イ ッ チ名 ぎ

位置芦品 名;･接点数

ク接点弓某力

(g)

22トTCN

222-AS

221-TDK

222-TEE

221-TFE

222-THM

223-TU

224-TAK

47.7

7.2

38.2

9.6

28.3

26.2

28.2

20.9

(注)()内メーク･ビフォー･ブレーク接点数

メ→ク ワレーク

､

一R

､､､

誓言 岨ぎ

フレーク援兵

メ~ク格臭

β∫

接真の志さの滑よ王(ノク叩ノ

(の一般の場合

第14国 技点の 高

ミ
ニ L買ク

メーク

点の高さが約0.15mm減少したときがこの接点の寿命

であり,10gまで使用するとすれば,約0･3mm
の

少が寿命である｡水平形継電器ほ高さ0･5mmの扱点を

対向させて使用しているので,メ■-ク接点の場合ほ合計

1mmの高さの接点のうち,15～30%の高さを消耗した

ときに寿命となるのである｡これに対してブレーク接点

の場合は景初30gに調整されてあれば1mm全部を消

耗し尽してもなお20g以上の接点圧力が存在し,カー

動方式の有利がこゝに表われている｡すなわち不焙

動アンペア･タ｢-ン月こ打ち勝つ扱点圧力が30g以上で

あれば,理想的にほブレーク接点はメ←ク接点に比べて

有利な 構となっている｡連動継電器の場合も同様な傾

向がある｡

標ユよ･
｣以 さのバネを標準の調整によって組立てた

場合であって,実際にほバネの厚さのばらつき,調整の

ばらつきによって採点圧力も,圧力の減少の傾向も異る｡

第用図(a)と同じ組合せにおいて,JIS指定のバネ用洋

白坂の公差の最大,最小をとり,接点接触開放
ブレーク

苧g仏ぎ

フレーク積臭

】
メーク緩宍

l

)

】
～l

β∫

接奏の高さの屑屋ir/ケ仰)

(∂)通電力の場合

さ の消耗によ る接点圧力の減少

Fig.14.Decrease of Contact Pressure by Contact

Height Wear

1
L

l
1

Ⅷ
ら l

ネ票

準

l

宗一
l天弓 岳

最

′｣J口
l

l

L

1
｣

♂J /

指真の高さの;日展モ(瓜耽

(Jノメーク棒臭

一漂莞

ごJ ノ

ほ真の蔑も乃消耗く.曙′伊.)

(∂)ブレーク場長

第15図 接 点 圧 力 減 少 の ば ら つ き

Fig.15.Variation of Contact Pressure Decrease

位置の規格の最大,最小をとって計算すると第

15図に示すようになり,この組合せの場合メー

ク接点においてはすべての条件が'最小になる

と,接点の磨耗がなくてもすでた接点圧力ほ

20g以下となる場合がある｡これに対してブレ

ーク接点でほ上記のように 30gに調整されて

あれば,厚さが最小となっても接点の高さの

90%までは20g以上の圧力で使用できるわけ

である｡

∃要点磨耗と接点圧力の減少との関係を継電器

の寿命試験によって実測することは,接点圧力

そのものの実測が不可能であり,これに代るバ

ネ張力を測定しても,接点の高さ以外の各部の

月:∠∠ノー-7rノγ

β:～?～一月斤

C:～～/-7ソJ

ル巨 上平竜右左左

第16図 寿 試 験 回 路

Fig.16.Life Test Circuit

■



電 話 交 換 機 用 継 電 器 の 特

試 験 前 2,000万回動作後

(1)ブ レ ーク 接 点

ミ.ミ
.i丘

前 2,000万回動作後

(2)メ ー ク 接 点

第17図 寿命試験前後の接点の高 さ

Fig.17.ContactHeightbeforeandafterLife
Test
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Fig.18.

●･一--メーク才真東

○-=一フレーク露兵

】

u
】

1
l
l

∫此7 〝ク♂ /∫クク 〟〟

重力作回数(万瓦)

接点の高さは一対の接点を組合せて凱定

動作による接点の高さの消耗寿命試験

Contact Height Wear by Life

Test
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Fig.19.
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験によるメーク接点バネ張力の変化

Decrease of Make Contact Spring

Tension by Life Test
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第20図 寿命試験によ るブレーク接点バネ

張力の変化

Fig.20.Decrease of Break Contact Spring

Tensjon by Life Test

磨耗が影 して,正確な関係を得ることほ困菓臣であるが,

その傾向をみることは可能である｡こゝには一例として

弟14図(b)と同じバネ組合せを右し,ストロージャ式自

動交換機において,最も使用頻度の多いA継電器(品名

221-TCN 第2図)について使用状態を同じ回路で実測

した｡この継電器の仕様を第5衷(次頁参照),寿命試験

回路を第1`図結果を鄭7図～第20図に示す｡すなわち,

一対の接点の高さの合計は1mmであるが,カード駆動

と同様な原理のブレーク接点ほこれが0･14～0･31mm減

少しても,バネ張力は最大2gしか減少しないのに反し

て,メーク接点は高さの合計が,0･04～0･09mmの減少

で,バネ張力は6～23gの減少を示L,第=図(b)の理

論値と同様な傾向を示すことがわかる｡
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第 5 表

Table5.

221号 TCN 継 電 器 仕 様

Speci丘cation of No.221-TCN Type Relay

これらの結果からつぎのことがいえる｡

(A)水平形継電器のメ←ク接点は,その構造上接点

の消耗により急速に圧力が減少して,第一次の寿命とな

る｡したがって保守の場合使用頻度が多く,大きな電流

を断続する継電訊こおいては,接点の高さの消耗状況に

より,比薮的頻繁に接点のフォロ←を大きくするように

再調整する必要がある｡

(B)水平形継電器のブレ←ク接点は,カード

と同じ機構なので使用前の接点圧力が大きければ,接点

の高さが っても接点圧力ほあまり減少しない｡しかし

設計上の無理から使用前の接点圧力の低いものが多い｡

故にこれらの継電器についてはつねにマークして,接点

の清掃を頻繁に行い,塵挨油脂による汚れを除去しなけ

れほならない｡

〔ⅤⅠ〕結 盲

我国日動交換局の70%の局で使用されている水平形

継電器の負荷特性について検討した結果を報告した｡こ

ゝでほ真に必要な最低接点圧力の設定がなく,また接点

が断続何箇月でどのくらい高さが磨耗するかの資料がな

いため,具体的に何箇月の使用により再調整の必要が生

ずるという結果までほ得ていない｡しかし,メーク,ブ

レーク接点の藤構上の性能はある程度判明したと思う｡

御批判いたゞけれほ幸いである｡

終りに,つねに御指導をいたゞいている日本電信電話

公社電気通信研究所の本荘氏,窪小谷氏,とくに本研究

iこ御支 いたゞいた篠原氏に 謝し御鞭捷下さった日立

製作所戸塚工場内の皆様に厚く御礼申しあげる次第であ

る｡
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